


これら疾病に対しては、いずれもワクチ

ン等は存在しませんので、ダニに刺されない

ようにすることが肝心です。野山等に行かれ

るときは、長袖・長ズボンの服装や虫除けス

プレーを利用するなどして、ダニを付着させ

ないようにすることが重要です。また、必要

に応じて着替えをするなど、ダニを体から落

としてしまうことも有効な対策です。 

保健環境研究所における取り組み 

① 感染症発生動向調査事業 

日本脳炎、日本紅斑熱、ツツガムシ病、ラ

イム病はいずれも感染症法における第4類感

染症であり、発生動向調査事業の1つとして、

臨床検体からの病原体検出を実施していま

す。抗原検査は主に PCR 法による微生物由

来遺伝子の検出、抗体検査は蛍光抗体法、あ

るいはWestern Blot法による検査を当所の微

生物研究課で行っています。感染初期には抗

原検出が有効ですが、時間が経ちますと病原

微生物が存在しなくなりますので、感染後

期、あるいは回復期には抗体検査の方が有効

であることも多いです。また、近年開発・研

究が進んでいる RealTimePCR法や LAMP 法

による検査について応用が可能かどうかも

検討しています。 

②感染症流行予測調査事業 

日本脳炎についてはヒトとブタの共通感

染症であることから、肉用豚の抗体を調査す

ることでウイルス保有蚊の動態を把握する

ことが可能です。 

三重県では流行予測調査事業の一環とし

て、毎年夏に肉用豚の抗体検査を実施し、そ 

 

 

 

 

 

 

 

の結果から必要に応じて日本脳炎注意報を発

表しています。検査結果については三重県感

染症情報センターのホームページで閲覧する

ことが可能です。また、ヒトの日本脳炎発病

リスクを解析するため、ヒトの抗体保有状況

調査も実施しています。 

 図 3 フォーカス計数法による日本脳炎抗体価の検査 

最後に 

吸血昆虫による感染症は、温暖化とも相ま

って、その発生地域が拡大しつつあります。

また、海外には今回紹介した以外にもデング

熱、チクングニヤ熱等があり、主に熱帯地方

を訪れた日本人の方が感染して帰国されるケ

ースも増えてきています。もし疑わしい症状

が見られましたら、早めに医療機関を受診し

て、適切な診断と治療を受けるようにしてく

ださい。 

保健環境研究所は、今後も検査・診断方法

の研究と検査対応、情報の収集と発信を的確

に実施し、県民の安全な生活の確保に努めて

いきます。 
 

 

 

 

 

 

 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 

三重県保健環境研究所 

 〒512-1211 三重県四日市市桜町3684－11  TEL 059-329-3800 FAX 059-329-3004 
   E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ hokan@pref.mie.jp   ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.hokan.pref.mie.lg.jp/ 
     三重県感染症情報センターホームページ http://www.kenkou.pref.mie.jp/ 
 


